〔文献紹介〕『科学，政治，論争』 Steven L. Del Sesto,Science, Politics, and Controversy: Civilian Nuclear Power in the Unitd States,1946-1974 by 西尾 隆
『社会科学ジャ ナノレ』 27(2）〔1989〕pp.155-161
刀zejournal of Social Sc沼田ice27(2) 〔1989〕
出盟主J
科学，政治，論争
ISSN 0454 2134 
Steven L. Del Sesto, Science, Politics, and Contra四月；y:
Ciiilian Nuclear Power in the Uni＜ぉdS抱tes,1946-1974 








































































































































(Del Sesto, 1979, pp.206 207) 
以上が本書の概要である。紹介者としてのコメントを2点だけ加えて
おきたい。
まず理論的な貢献として，本研究は一つの政策領域が決定手続のあり
方を大転換させる経緯を鮮明な図式で追っており，それは近年注目され
ている政策類型論に大きな示唆を与えよう。政策類型論は，政策決定の
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多様な理論モデルが妥当する範囲を，政策を類型化することによって見
きわめようとする試みであるが，そこには歴史の視点が弱い。類型論が
固定化すれば，政策のダイナミズムへの理解が困難となる。本書はそこ
に新しく時聞の軸を立て，政策過程の転換という視点からもう一つの類
型化の可能性を暗示する。単純に，閉鎖型，過渡型，開放型と措定して
も有益と思われる。その際，逆に原子力政策的相対化が条件となろう。
確かに原発問題は特殊な事例であり，その展開の特異性は技術の比類な
い大きさと影響の極端な広がりに基づいている。しかし，今目的公共政
策でおよそ専門的でないものはなしまた社会へのインパクトを持たぬ
ものはない。本書に示された歴史的展開図式は，専門度（知的落差），影
響度といった指標に基づく政策領域の操作化・類型化と組み合わせるこ
とにより，他的政策領域の理解にも有効な道具となろう。
もう一点は，本書が出されて以後の状況をめぐる感想である。出版年
内 1979年にはアメリカのスリーマイル島で史上最大規模の原発事故があ
り， 86年にはそれを上回る事故がソ速のチェルノプイリで発生した。著
者が73年のアメリカについて描写したのと同じような政治論争，パラダ
イム転換的な価値の逆転が，文字通り地球的規模で進行中である。その
意味では，本書は多少とも予言的といえる。他方，現在の事態が余りに
深刻であり，また報道や反対運動がセンセーンヨナルてeあるため，本書
のような歴史的分析がまだるっこく色あせた印象を与えることも否定で
きない。しかし，なぜ世界がこれほど深刻な状況に追い込まれたのかを
解〈鍵は，まさに歴史の内にある。原発に限らず，環境汚染・食品公害・
薬害等の起因は，科学技術上の判断を専門家に過度に委ね，その福利の
みを享受しようとしてきた大衆社会の中にある。とすれば，過去への反
省と同時に，専門技術に属する問題群をいかに公共の課題として解決し
ていくかという今後の対応のあり方が，真剣に検討されなければならな
いだろう。
そうした現実感覚から本書を読み返すならば，「持続的で方向生をもっ
161 
た交渉と妥協，社会的価値の練磨，より“informed”な意思決定」を強
調する結論部分は，「政府は情報を公開L，民衆は勉強し，専門家は技術
の意味と目的を再考して，相互の交流によってもう一度政治社会という
公的世界を回復せよJというメッセージにも響〈。自らが変わることに
よって原発という？グを変え得る事実に気づくとき，政治社会ははじ
めてその影への脅えから解放されるであろう。
